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	領　域
	目　　　　　　　標

	教　　育

	(1)現象に則した感性と論理の両方で理解できる講義を行う。(2)学生の興味の高い宇宙をテーマにとりあげて、物理学を専門としない学生への物理学への理解を図る。(3)2年生に対する基礎学力検査を継続し、学生の学習レベルの変化をモニターし、学生にあった講義レベルの設定を誤らないようにする。(4)学習のみでなく問題解決能力を高める。(5)管理事務をできるだけ省力化し、学生の教育にかける時間を十分に確保する。大学院の学生には未知の問題に挑戦するノウハウ、態度を教育する。


	研　　究

	高エネルギー天文学及び宇宙電磁気学の発展に寄与する。特に、磁気圏に於ける粒子加速の基礎プロセスの解明に努力する。方法として、粒子シミュレーションを導入して新しい物理プロセスの発見を目標とする。パルサーの大局構造についてはかなりわかって来たので、これを世界スタンダードとなるよう改善する。手法としては、粒子コードの大規模数値計算を積極的に実施する。同時に、新分野の開拓を考えたい。相対論的な磁気中性面でのプラズマ加速・加熱は重要なターゲットとなるであろう。また、Ｘ線γ線の観測及びそれを解釈する理論も引き続き発展させたい。理論と同時に観測的な研究も並行し両者を相乗的に向上させる。

	社会連携

	人口が国力の要素であるのと同じように、国の科学力は科学に親しむ人口の多さが重要な要素となる。いくら研究費があっても、研究を担う若手の人材が確保できなければ、研究は進まない。技術がもたらす危険への抵抗力にも科学に親しむ人口の多さが重要である。このことは科学アウトリーチ活動を重要な任務として努力する強い動機を与える。具体的にNPO法人との連携により、天文学を中心とした科学普及活動を行う。やまがた天文台の一般公開、４次元宇宙シアターの一般公開、宇宙講座の運営、星空案内人制度の普及、学校への出前講義、出前授業等を推進する。
さらに、一般市民が生きるために必要な科学を日常生活に浸透させることを試みる。新たに「科学文化形成」の活動を行う。


	管理運営

	無駄をなくし、なるべく効率がよく効果的な活動を心がける。地域貢献委員会での活動を中心に理学部が地域の科学教育の拠点となるような活動を展開する。




